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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、乳児の空間知覚について実験的に検討し、単眼視でも得られる単眼奥行き手がか

りによる奥行き知覚が、リーチングという運動応答においてよりも，選好注視という知覚応答に

おいて、低月齢で見られることを示した。さらに、6-7ヶ月の乳児が、陰影や表面輪郭といった

異なる手がかりから同じ立体形状を知覚できること、生後6ヶ月の乳児が、左右眼の像の垂直方

向のずれである「垂直視差」を用いて奥行きを知覚できる可能性を新たに示した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

  With behavioral experiments, this study examined infants' ability to perceive depth from 

various visual cues. The results suggested that young infants who didn't show the ability to 

perceive depth from pictorial cues in the reaching task could perceive depth in looking 

behavior. It was also suggested that 6-7-month-old infants could transfer 3D shape 

perception across different pictorial depth cues, and 6-month-old infants could perceive 

depth from vertical disparity. 
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１．研究開始当初の背景 

自分と対象との距離関係は、3 次元空間で
の活動に必要不可欠な情報であり、おもに視
覚的な奥行き手がかりによって獲得される。
奥行き手がかりとなる情報は、単眼視でも得
られる単眼奥行き手がかりと、両眼視によっ
て得られる両眼奥行き手がかりがある。成人
では、単眼奥行き手がかりと両眼奥行き手が
かりの利用のされ方が、"perception(知覚応

答)"と"action(運動応答)"で異なるという主
張がある(宇和ら 1996; Bruggeman et al. 

2006)。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、乳児においても、成人と同様
に、"perception"と"action"という場面の違い
による、単眼奥行き手がかりと両眼奥行き手
がかりの重み付けの違いが見られるかを検
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討する。"perception"と"action"という場面の
違いに注目することが、奥行き手がかりの利
用について明らかにするためには必要であ
る。さらに、発達過程を検討することで、奥
行き手がかりの利用と対象までの距離に関
する学習経験との関係性を明らかに出来る。
本研究により、我々が環境に適応し生活する
ためにどのように情報を獲得してきたかを
明らかにできる。 

 

３．研究の方法 

(1) 選好注視法を用いた単眼視と両眼視の
比較実験 
この実験では、両眼視条件と、片目を覆う

単眼視条件とを比較し、乳児が単眼奥行き手
がかりから奥行きを知覚する能力について
調べる。平面である紙やコンピューター画面
上の刺激は、実際には全て同じ奥行きにある。
このため、単眼奥行き手がかりにより、2つ
の物体が異なる「奥行き」にあると知覚する
ような刺激を呈示しても、両眼奥行き手がか
りだけを用いると同一平面上にあるように
見える。したがって、単眼奥行き手がかりの
重みが小さければ、両眼視条件では 2つの物
体が同一平面にあるように見える。一方、単
眼視条件では両眼奥行き手がかりは存在せ
ず、単眼奥行き手がかりによる「奥行き」情
報を利用できる。乳児は，同じ物体が異なる
奥行きにある場合，自分から遠くにあるもの
よりも近くにあるものの方を長く見ること
が知られている．この性質を利用し，単眼視
と両眼視で選好注視を比較する。単眼視と両
眼視で差があった場合，乳児は単眼手がかり
を利用して奥行きを知覚できる可能性があ
ると言える。 

乳児は、同じ物体が異なる奥行きにある場
合、自分から遠くにあるものよりも近くにあ
るものに長く手を伸ばす(リーチングする)
という性質がある。この性質を利用した実験
において、7 ヶ月児が単眼手がかりから奥行
きを知覚できることが示されている(Yonas 
et al. 1978 他多数).成人においては、
"perception(知覚応答)"においては、両眼奥
行き手がかりよりも単眼奥行き手がかりの
ほうが重み付けが大きいという可能性が示
されている(宇和ら 1996; Bruggeman et al. 
2006)。本実験結果をリーチングを用いた実
験結果と比較することにより、乳児において
"perception(知覚応答)"においては、リーチ
ングという運動応答においてよりも、単眼奥
行き手がかりの重み付けが大きいかを調べ
ることができる。 

実験は、ミネソタ大学の Yonas 教授らを協
力研究員として助言をあおぎ、ミネソタ大と
中央大学でデータを取得した。 

 
(2) 馴化法を用いた異なる絵画的手がかり

から同じ形状を知覚する能力に関する実験 
実験では、まず、絵画的奥行き手がかりで

ある表面輪郭手がかり(surface contour)、
もしくは陰影手がかりで立体的に見えるよ
うに描かれた刺激を繰り返し呈示した。それ
ぞれの手がかりから、中心部分が奥にへこみ
周辺が膨らんで見える物体と、逆に中心部分
が膨らみ周辺がへこんで見える物体が用意
された。表面輪郭手がかりか陰影手がかりで、
膨らんで見える物体かへこんで見える物体、
いずれかの一つの物体に馴化した後、もう１
つの手がかりで、膨らんで見える物体とへこ
んで見える物体を対呈示し、異なる手がかり
で示されていても、新奇な立体体に脱馴化す
るかを調べた。表面輪郭手がかりと陰影手が
かりから共通した情報を獲得できるならば、
膨らんだ物体に馴化後には、手がかりの違い
にもかかわらず、へこんでいる物体が新しい
と見え、へこんだ物体を長く注視すると考え
られる。 

実験は、ミネソタ大学の Yonas教授らを協
力研究員として助言をあおぎ、中央大学でデ
ータを取得した。 

 
(3) 選好注視法を用いた垂直視差による空
間知覚に関する実験 
生後 6ヶ月の乳児が、左右眼の像の垂直方

向のずれである「垂直視差」を用いて奥行き
を知覚できるかを検討した。乳児は平面より
も奥行き変化がある刺激を選好注視するこ
とが知られている。この性質を利用して、乳
児の注視行動を測定した。立体ディスプレイ
を用い、垂直視差から奥行きを知覚できれば
奥行き変化があるように見える刺激と、視差
がなく平面的に見える刺激とを対提示し、乳
児がどちらの刺激を選好注視するかを調べ
た。乳児が垂直視差から奥行きを知覚できる
ならば、垂直視差のある刺激を、視差のない
刺激よりも選好注視すると考えられる。 



 

 

実験は、東京工業大学の金子寛彦准教授ら
を協力研究員として助言をあおぎ、中央大学
でデータを取得した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
本研究から、単眼視でも得られる単眼奥行

き手がかりによる奥行き知覚が、リーチング
という運動応答においてよりも、選好注視と
いう知覚応答において、4 ヶ月という低月齢
で見られることを示した。この結果は、空間
知覚の獲得には、実際の三次元空間における
運動が必要というよりも、運動の前段階とし
て三次元の空間知覚が発達するという可能
性を示している。 

さらに、本研究 6-7 ヶ月の乳児が、陰影や
表面輪郭といった異なる手がかりから同じ
立体形状を知覚できることを明らかにした。
この結果は、乳児の空間知覚は、空間手がか
りに対して他の視覚情報とは異なるものと
して応答するという段階から、空間手がかり
を利用して奥行きを知覚する段階、さらに、
異なる空間手がかりから立体形状という同
じ情報を知覚できる段階まで、段階的に発達
する可能性を示している。 
また，生後 6 ヶ月の乳児が、左右眼の像の

垂直方向のずれである「垂直視差」を用いて
奥行きを知覚できる可能性を世界で初めて
示した。この結果は、垂直視差からの奥行き
知覚には，広範囲にわたる情報の統合が必要
であり，乳児が行なっているのは、局所的な
視覚情報だけではない可能性が示唆された
と言える。 
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